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緑の地球

地球環境のための国境をこえた民衆の協力
●黄土高原と日本のあいだで　…………　P３
●神頭山が見下ろす村で　………………　P４
●春の二風谷に行ってきました！　……　P６

大同周辺は人口が多く、1人あたりの耕地面積が少ないため、浸食谷の底まで耕す。（撮影：橋本紘二）

GENに参加するには
☆会員・会報購読者になる
☆自然と親しむ会・講演会・報告会・学習会に参加する
☆ワーキングツアーに参加する
☆ビデオ『黄土高原に緑を！』を見る
☆使用済みテレカ・オレカを集めて送る
☆KDDグリーンアースダイヤルに登録する　　etc. あなたのご参加を待っています！

総集編
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【1996年】
6月・自然と親しむ会「武庫川と廃線

跡の自然」（石原忠一さん、25名）
・川西市国際交流協会で、黄土高原の

緑化協力について講演
7月・黄土高原へワーキングツアーを

派遣（23名）、植物標本つくりにも
とりくむ

・チコロナイ学習会「アイヌ料理に挑
戦」

8月・チコロナイ部会が、北海道二風
谷で、こどもキャンプ（15名）

・チコロナイ部会が、北海道二風谷へ
ワーキングツアー（12名）

・高松市日中友好協会主催の中国問題
講演会で黄土高原緑化協力について
講演（100名）

9月・講演会「沙漠化地域の環境と生
活」（小川房人・槌田劭さん、60名）

・チコロナイ学習会「ワーキングツア
ーなどの報告会」

・ゆうりん会で黄土高原緑化協力につ
いて報告

10月・絵はがき「黄土高原の四季

（春・夏）」（橋本紘二撮影）を発行
・写真パネル「黄土高原の四季」（橋

本紘二撮影）を作成、展示会を開始
・黄土高原へ緑化考察団を派遣（6名）
・ワンワールドフェスティバルに参加
・チコロナイ部会講演会「自分史を語

る」（青木悦子さん）
・大同で地球環境林建設会議を開催
（96年度事業の点検と97年度事業の
計画立案）

・大同で地球環境林センターの温室・
ビニールハウスなどに着工

11月・全ジャスコ労働組合がジャスコ
店舗で黄土高原緑化協力のパネル展
示、全国で継続

・京都外大・神戸大・京大の学園祭で
黄土高原緑化について講演会とパネ
ル展

・自然と親しむ会「比良山で種子あつ
め」（25名）

・緑の地球ネットワーク第3回会員総
会を開催、会則改正、役員改選、97
年度予算決定

・チコロナイ学習会「チカップ美恵子

さんと交流」
12月・国際ソロプチミスト奈良で報告

会
【1997年】
1月・奈良の中学校・高槻の幼稚園な

どで黄土高原緑化について報告
・チコロナイ学習会「97年の学習計画」
2月・講演会「沙漠緑化と微生物」（小

川眞さん）
3月・国連持続可能な開発委員会
（UNCSD）地球環境行動会議（GEO）
共催の「地球環境パートナーシップ
世界会議」の広報プログラム・シン
ポジウムで黄土高原緑化協力につい
て報告、パネルの展示

・北海道二風谷へチコロナイ部会がワ
ーキングツアーを（8名）派遣。

・神戸大学アイセック（12名）が中国
スタディツアーの一環としてGEN
緑化協力地を訪問。

・黄土高原にワーキングツアー（31名）
を派遣。

4月・全ジャスコ労働組合が黄土高原
にワーキングツアー（21名）を派遣。

5月・自然と親しむ会「立花先生と新
緑の植物園を歩く」（60名）

・講演会「北国の森林～そこに生きる
動物たち」（有澤浩さん）

6月・富士ゼロックス端数倶楽部が黄
土高原にボランティアキャンプ（15
名）を派遣。

・チコロナイ学習会「二風谷ダム裁判
の判決を読む」

昨年の会報「総集編」発行から1年。いろいろなことがありました。アイヌ新法
が成立し、NPO法案は継続審議になり、地球温暖化防止のための具体的な計画はな
かなか煮つまりません。ナホトカ号の重油流出事故から半年、今度は東京湾で原油
流出事故……。GENのこの1年を振り返ってみました。

楽楽ししんんだだ初初夏夏のの11日日
植物園を60人で歩く

「立花先生は雨男だからなぁ……」
との心配はさいわい杞憂におわり、5

月25日、外を歩くにはちょうどいい曇
り空のもと、大阪市大理学部附属植物

園で自然と親しむ会が開かれ
ました。なんと60人余りの人
が参加、そのうえ園内を歩い
ている内に「なんだか面白い
説明が聞ける」と人数が増え
ていたような気もします。と
もあれ、それぞれに初夏の1
日を楽しんでいただけたよう
です。

バナナのにおいのする花を
つけるオガタマの木。チューリ

ップのような大きな美しい花が咲くユ
リノキ。メタセコイアの巨木は、日本
にやってきた最初の1本。クスノキの
緑の濃い葉は、2年目、3年目のもので、
空気のきれいなところでしか見られな
いこと。

この植物園の木たちを、日本中、世
界中から集めてこられた立花先生なら
ではのお話をうかがいながら、すっか
りリフレッシュした1日でした。（東川）

立ち止まるたびに新しい発見が……。

富士ゼロックス端数倶楽部
黄土高原で植樹ツアー

6月28日から7月4日まで、富士ゼロ
ックス端数倶楽部のメンバー15人が、
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「中国大陸からの黄砂前線はすでに
北九州に……」。日本の天気予報でこ
ういう表現がよく使われる。中国の黄
土高原と日本との密接な関係がこのこ
とでもわかる。

雨量豊かな日本で生活している人に
は、黄土高原の情景は想像できないだ
ろう。乾燥した黄色い世界、黄色い山
岳の延々としたつながり、土壌浸食で
形成された大地の亀裂……この巨大な
風景の前で、人間は限りなく小さく見
え、長い歴史の重量感が伝わり、「の
んびり」という言葉の本当の意味を考
えさせられる。中華民族の古い文明が
この土地で誕生したことがこの景色か
らはとても想像できないくらいだ。

数人の作家が黄土高原で生活体験を
したときの話がある。村を訪れたとき
ちょうど昼食時間になった。彼らは

『食前に手を洗う』習慣を守ろうとし
た。道端にいた7歳ぐらいの子どもに
手を洗うところを尋ねると、その子は
しばらく考え、やがて半分くらい水の

入った洗面器をかかえて帰ってきた。
作家たちが手を洗った水を捨てようと
すると、子どもはそれを止めて、洗面
器を持っていってしまった。この水が
一家にとってどんなに大事なものであ
るか、作家たちはやっと悟ったのであ
る。

黄土高原は中華民族の発祥地であり、
いまは黄砂の源となっている。環境に
国境はない。毎年、黄砂に逆らって、
たくさんの日本人が緑化協力のために
黄土高原に来られる。70歳をすぎた専
門家、学者もいれば、高校生、大学生、
会社員、そして家庭の主婦もいる。彼
らの願いは、この黄色い大地の緑を再
生させることだ。

幸いなことに私もこの活動に参加し、
毎年数回、この土地を踏んで、そのた
びに新しい感動を覚える。

山西省大同市は、第二次世界大戦に
さいし、日本軍により最も深刻な被害
をうけたところの一つで、農民たちは
日本軍に深い憎しみを抱いているが、

昔の日本軍と現在の日本人民とをはっ
きり区別できる。彼らはドラと太鼓、
歌と踊りで緑化に参加する日本の友人
を歓迎する。

日本民族の執着精神、黄土高原の景
色、農民の純朴さ、どれも私が深い感
動を受けることばかりである。

古い書物によると、はるか以前、緑
に恵まれていた黄土高原は、文明の発
展にともなって森林が消えてしまった。
もともと純朴であった人間も、社会の
発展にともなって、しだいにそうでな
くなってきている。貴重な水を黙って
捧げ持ってくる純朴な子どもたちのた
めに、黄土高原に緑を回復するために、
私も微力ながら努力したいと思う。

1997.7

郵政省国際ボランティア貯金の配分
が決まり、6月27日、大阪港郵便局で
交付式が行われました。配分金額は
7,153,000円で、大同市南部の山地・丘
陵地緑化、小学校付属果樹園建設など
に使わせていただきます。

国際ボランティア貯金は、利子の
20％がNGOへの寄付金となる制度で
す。近年の低金利で配分原資の減少が
続いていますが、このたび、預金者の
希望により寄付金の割合を10％きざみ
で増やすことができるようになりまし
た。詳しくは郵便局でお尋ねください。

先号で、大同に持参する未使用の文
房具を送ってくださいとお願いしたと
ころ、たくさんの方にご協力いただき
ました。送っていただいたもののほと

王
黎
傑
さ
ん

んどは協力地の村の小学校にプレゼン
トしますが、シャーペンなどは、村で
は芯が切れても入手が不可能ですので、
緑色地球網絡大同事務所および地球環
境林センターで使わせていただきます。
ご協力ありがとうございました。

文具ありがとうございました

国際ボランティア貯金の
配分決まる

海外ボランティアキャンプで大同を訪
問しました。同倶楽部はいままでにも
フィリピンなどにボランティアキャン
プを派遣しています。詳しくは次号で。

GEN の大同での緑化協力も6年目と
なり、いままでの協力ポイントも70か
所以上を数えます。植えられた苗木が
480万本、面積にして1972ha、うまく
いっているところ、問題のあるところ
とさまざまですが、大同市南郊区に建
設した〝地球環境林センター〟では菌
根菌をつかった育苗など、新しい試み
がはじまっています。また、技術者の
研修・交流の場として今後の役割への
期待も大きなものがあります。

一方、近年の低金利などで、各種助
成金は減少を余儀なくされています。
地球環境林センターの建設は3年計画
の3年目、あとひといきで緑化協力の
拠点が完成しますが、いれものはでき
ても、中身はこれから。みなさんのい
っそうのご協力をよろしくお願いしま
す。なお、会報発送作業の都合上、一
律で振替用紙を同封しますが、最近ご
協力をいただいた方には重ねてのお願
いではありませんのでご了承ください。
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前にして村の者と買い付けの者とが
口から泡を飛ばして値段を掛け合っ
てはいるが、1kgあたり3角（日本円
で5円程度）にしかならない。

賀志勇29歳、村の党支部書記、ホ
ームステイ先の家の主人である。賀
は、村の産業がジャガイモ一辺倒の
ままではいけないと考え、村おこし
に取り組んだ。しかし、上級の役人
は都市の労働者出身であり、村の苦
境を理解してくれず、新しい試みに

はことなかれ主義をもって対応する。
賀は自腹を切って荒れた谷の使用権を
国家から買い、村の若い連中とともに
レンガ、ポプラ材、アンズの生産をも
くろんでいる。現場におもむくと、朝
早くから30人ほどが分担した役割に取
り組んでいる。

荒れた谷に樹木を根づかせることは
簡単ではない。羊によって短く刈り取
られた草の上には塩の花が咲き、谷の
上部のアンズの苗木は、通りがかりの
ロバに樹皮を喰われている。若い連中
の持続的な熱意は、この悪条件を変え
られるのだろうか。私たち日本の
NGOには、何ができるのだろうか。

荒れた谷の斜面を登ると、村を見下

ろすように三角形
の山が望める。賀
の説明によると、
あの山は一つしか
ないように見える
が、実は二つ頂が
あるのだという。
その昔、この地の
貧しさを哀れんだ
兄弟の神が天上から下りてきた。二人
は人間界と天上界とをつなぐ梯子にな
ろうと考え、どちらが早く伸びるか競
争をした。一日一晩で弟は今の山の高
さまで伸びたのだが、兄は遅れをとっ
た。兄が言う。「雨宿りをしていた女
が私の頭の上に小便をしたので神力が
散じてしまったのだ」と。弟は兄に

「ならば、二人で人間界に残り、村の
人の役に立つことをしよう」と語り、
山になって人びとの生活を見守るよう
になったのだという。山の名前は神頭
山。山になった神と、その話を語る賀
とが、私の頭の中で一つに重なった。

神頭山が森でおおわれ、馬の群れが
山麓の草原で草をはむ。こんな光景を
目にすることは、私たちの世代では無
理だろう。しかし、賀のような努力が
広がり、引き継がれていけば、賀の遠
い子孫たちが馬の群れのなかで「ポー
マーチュン……」と歌う日も来るだろ
う。気の長い努力が、いま求められて
いる。

緑の地球ネットワーク年会費……一般会員＝12,000円・家族会員＝6,000円・学生会員＝3,000円

●地球の砂漠と砂漠化
地球が砂漠化している、とは最近よ

く聞く言葉である。少し理屈をこねる
ようだが、砂漠化とは一体どのような
状態を言うのか、またその緑化はなぜ
必要なのか、充分議論しておいた方が
よいのではないのか、と考える。日本
人は、木を植えれば育つと考えがちで
ある。降水量や土壌の不都合で育たな
いところもあるし、たとえ育っても、
一種類の木を植えたために京都の北山
のように自然が壊される場合もある。
京都の北山は、元来、多数の種類が組

み合わされた自然林であるのに、たっ
た一種類の木を植えたために自然に反
する状態になったのである。

もし、草原が自然であるところ（極
生相）に木を植えたらどうなるだろう
か。失敗してしまうのは論外としても、
そこに豊かな森林ができて、ユートピ
アが実現するだろうか？　また、昔か
ら砂漠であったところに木を植えて、
どの程度成功するだろうか、あるいは
成功して、予期したとおりのすばらし
い土地になるだろうか？　これをはっ
きりさせておかないと、木を植える、

という作業は結果がわかるまで半世紀
以上かかるのであるから、50年も100
年も後になって、しまった、というこ
とにならないか、慎重でなければなら
ない。百年の計をあまり単純に考え、
植えれば良いのだ、理屈を言うな、と
いうのは、昔の日本軍人の口癖であっ
たことを思い出す。
●自然の砂漠とは？

数万年または数十万年以前から、人
為がなくて、樹林や草原のできなかっ
た荒れ地を砂漠と呼んでいる。そこは
砂地の場合もあれば岩石地帯の場合も
ある。森林や草原でなくても、そこは
自然の生態系が存在する。ごくわずか
な草やサボテンのような多肉植物など
が散在する場所もある。

UNESCO（1973）（次頁につづく）

神頭山

賀志勇

太陽の光が西に傾くころになると、
その家の子どもたちは近所の子を集め
て遊びはじめる。その日は「ポーマー
チュン、マーチュンカイ、ヨーセイレ
イ」という童歌を歌いながら、日本の
はないちもんめのような遊びをはじめ
た。ホームステイ先の奥さんが、この
歌は「 馬群、馬群開、要誰来」とな
るのだと教えてくれた。

私が4日間おじゃました村、天鎮県
谷大屯郷韓小屯村は、村の中心に土の
岡のようになった明代の要塞がある黄
土高原の東北角に位置する村だ。けっ
して豊かではない。昨年は近年まれに
みる豊作で、ジャガイモばかりがやた
らにできた。村の広場にはトラックが
来て、ジャガイモを買い付ける。秤を
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春耕の風に乗り、黄砂が日本に大陸
の春を告げた昨年の5月、私たちGEN
関東ブランチは壮大な展望と巨大な不
安（？）を抱えながら、立教大学の小
さな会議室を起点として、「はじめの
一歩」を踏み出しました。それから早
1年。多くの方々の参加と協力に支え
られ、私たちは無事、2度目の春を迎
えることができました。ワーキングツ
アー以外、なかなかGEN の会員の活
動に参加できない関東地区の会員に

「交流の場」を提供することを第一の
目的として始めたこの活動ですが、そ
のために昨年度中ほぼ月1回のペース
で以下のような活動をおこないました。
96年5月　第1回交流会。大阪から高

見事務局長出席。
6月　立教大学佐々木研一教授による

講演会「地球を変える緑と時間」
7月　夏のワーキングツアー（以下

WT）関東地区参加者事前説明会

8月　夏のWT帰国報告会
9月　池袋にて交流会
10月　立教大学上田信助教授（GEN世

話人）による連続講座「緑の中国」
開始、第1回「中国古代の森－詩
経・楚辞の世界」

11月　「緑の中国」第2回「中国中世
の森－志怪・伝奇小説の世界」

12月　「緑の中国」第3回「中国近世
の森－トラの眼から見た中国」

97年1月　「緑の中国」第4回「中国
現代の森－『古井戸』から読みとれ
るもの」

2月　春のWT関東地区参加者事前説
明会

3月　COP3に向けて・地球温暖化問題
を巡る学習会：高見事務局長出席

4月　春のWT参加者による交流会
5月　春のWT報告会。仙台より遠田

宏先生出席。
残念ながら、参加者数が10名を割る

イベントもあり、1年を通じて活発に
活動できたと言うには無理があるかも
しれませんが、最近のイベントでは
WTに参加した学生を中心に会員の積
極的な動きがあり、これを追い風にし
て今年度はさらに活動を充実させてゆ
くつもりです。具体的には、自然観察
会などフィールド活動の開始（9月頃
予定）や、COP3開催をにらんでの関
東地区における広報活動の拡充などの
予定があります。また、まだ構想の段
階ではありますが、東北地区などにお
ける講演会開催などの可能性も考えて
います。まだまだ小さな、頼りないサ
ークルではありますが、関東地区在住
の会員の方々の気軽なご参加とご教示
を心よりお願い申しあげます。（工藤）

ジュニア会員（中学生以下）＝1,000円・団体会員＝12,000円・賛助会員＝100,000円◇会報購読のみ（年間）＝2,000円
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この春のツアーに定員最後の一人で
すべり込むことができたご縁でその後
も何かとGEN にお世話になり、先日
は、Macを持って3年目いまだにメー
ルができないとか、携帯とPHSの違い
がわからないなどの笑い話（実話）を
お土産に、大阪へもお邪魔しました。
世話人会を見たかったのですが、私が
大阪に現れたのをみなさん察知してか

「こんなに集まらない世話人会は初め
てだ」と高見さんがつぶやく会でした。
そのおりに東川さんから「関東ブラン
チについて書いて」と言われ、つい条
件反射で「は～い」と返事をしてしま
いましたが、実は私もまだ2回しか参
加したことがないんです。それも春の
ツアーの写真交換会と報告会というこ
とで、集まったのは春ツアー参加者の、
時間のある若手（？）が多かったよう
に思います。

その友人や以前のツアーに参加した
方、ジャスコの皆さんも来てください

ましたが、確かに話題の中心
は「この春の……」だったの
で、ツアーに参加なさらなか
った方には楽しんでもらえた

のかなと、翌日冷静になって反省しま
した。もちろん「あのときはああだっ
たね、こうだったね」と旅行が終わっ
てから話せる人がいる、話せる場があ
るということはとても幸せだと思いま
すし、今回はそれがテーマだったのだ
からこれでいいと言ってしまえばそれ
までなのですが、それでは関東ブラン
チはいつまでたっても半年周期のとこ
ろてんであるような気がしてなりませ
ん。写真交換会や報告会も大切ですが、

「初めて来た人も同じように楽しく何
かを得ることができる場」を持ってこ
そ水土流出型から土壌蓄積型の活動に
なっていけるのではないでしょうか。

たくさんの「はじめまして」を「お
久しぶりです」に変えることが、関東
ブランチの当座の目標だと思います。
ちなみに私の目標は、高見さんからい
ただいた『世間知らず』の称号を一日
も早く返還することです。

関関東東ブブラランンチチにに参参加加ししてて
倉持 幸恵（大学生）

の発表した世界の植生型によると、荒
原と亜荒原地帯を

「疎林帯」低木林、矮小低木林
「草本帯」
「極荒原」岩石極荒原、砂地極荒原

に分類している。
吉良（1947）の気候類型と植物社会

の類型によると、乾燥気候（B気候）
乾湿指数7～5をサバンナ気候、5～3
をステップ気候、3～0を砂漠気候と
している。

われわれが緑化協力をしている山西
省は乾湿指数5以下である。

完全な砂漠地帯でも、オアシスがあ
ったり、川や伏流水が存在したりして
いるから、局部的には緑は存在する。
しかし、全体的に眺めて砂漠地帯には
森林がない。ただし、暖かい地域の高
い山では、垂直分布でわかるように、
蒸通発量が減るから、降水量が少なく
ても、頂上付近を除いて森林ができる
ことがある。
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チコロナイの運動が始まってから、夏、秋と現地宿泊研修会をかさね、今年は、
念願だった春の山菜採りとアイヌ料理体験のツアーが実現しました。3泊4日で、
参加者は8人。今までになく、貝澤さんご家族をはじめ二風谷のおばあちゃんたち
といっしょに過ごすことが多く、短い期間だったのにずいぶんうちとけた交流がで
きました。私たちのツアーにはいつも何かしらハプニングがつきものですが、今回
も、期待していたこと、予期しなかったことなど、楽しい体験がいっぱいでした。
今後もいろいろな時期に、いろいろなかたちで、現地宿泊研修会を計画したいと思
っています。皆さん、ぜひいっしょに楽しみ、また勉強しましょう。

5月9日～12日、二風谷へ行ってき
ました。この時期二風谷は春の真盛り、
やわらかく萌えはじめた山肌にはこぶ
しや桜が満開、庭先には水仙やチュー
リップが咲いていました。チコロナイ
の山に入ると足元にはカタクリやニリ
ンソウ、オオバナノエンレイソウがか
わいい花をつけていました。白樺も水
をどんどん吸い上げて、ちょっと傷つ
けただけで樹液がポタポタあふれ出し、
あわててみんなで指ですくってなめま
した。ほんのり甘い春の味、春の息吹
をもらいました。案内をしてくださっ
た黒川セツさんが、山に入る時、なに
かの動物の巣穴や鹿の寝床をみつけた
時、姿の悪い木のそばを通った時と、
そこここでカムイノミをなさる姿に、
私もなんだか木や草の神様（仲間）の
中にいるような気がしてきました。

山菜採りは貝澤耕一さんの裏山へ。
沢沿いの斜面に青々と芽吹いているの
はコゴミ、アズキナ、ギョウジャニン
ニク、ウド、フキ、ニリンソウ－－と
食べられる草がいっぱい。でもトリカ
ブトもあるので緊張しました。

貝澤さんの家へ戻ると近所のおばあ
さんたちも集まってくださり、奥さん
の美和子さんを中心ににぎやかにアイ

初夏の大阪から追い風に乗ってたち
まちついた北海道は、まだ、早春の風
情。満開のこぶしの花と山桜、白樺の
新芽が目に初々しい。私にとっては生
まれて初めての北海道です。

到着した日の夕方から雨が降り始め、
千歳空港から二風谷までは激しい雨の
なかのドライブとなりました。何の予
備知識もないままにやって来ましたの
で、期待と不安と、状況を把握しなく
ては、という焦りがちょつぴり。

次の日も、今にも雨が落ちてきそう
な天候だったのですが、黒川セツさん
の案内でチコロナイの山に入りました。

山に入ってゆくにつれ、別世界に踏
み込んでゆく心地よい驚きで次第に気
持が高揚してくるのがわかります。

ヌ料理作りをしました。イナキビやア
ワは木臼に入れて杵でついて粉にする
ことから。若い人たちのかけ声もはじ
めは威勢がよかったのですが－－とに
かく大変な労働でした。私はラタシケ
プのお手伝い。美和子さんは「自分の
ラタシケプ作るの初めてなんだ。いつ
もばあちゃんの手伝いばかりだったか
ら一度自分で作ってみたかったの」と
嬉しそうに大きなお鍋をコンロにかけ
ました。シケレぺの実の入った豆の煮
物みたいでしたが、甘さ、とろみ、シ
ケレペの量などがそれぞれの持ち味ら
しくイナキビの粉でとろみをつけて練
りながら何度も味見をして、とうとう

「これでよし」と、美和子さのラタシ

ケプができ上がりました。とろっと甘
くて、シケレペの実をかむとほろ苦い
香りが口中に広がって、アワもち、イ
ナキビだんごにつけて食べると最高で
した。ニリンソウは鹿肉のオハウ（汁）
の青味に、その他の山菜は時間切れの
ためゆでただけで、ごはんはヒエめし
と大御馳走が出来上がりました。上田
としさんも到着され、そのうえ、たま
たま泊まっていた加納沖さんとアボリ
ジニの女の方も加わってそれは素晴ら
しいランチタイムとなりました。上田
としさんのアイヌ語が聞けると、アイ
ヌ語学習会の成果を発揮する人、アボ

春の二風谷ツアーに参加して
佐藤 奈美子（兵庫県）

濃縮還元二風谷レポート
石原 由理（大阪府）

リジニのことを知りたいと英語で話し
かける人、こんな身近に沖さんがいて
ポーッとしている人（前の晩ここで、
トンコリのホームコンサートも開かれ
たのです!!）、何種類もの山菜を神妙
に味わっている人、休日返上で同行し
てくださった若い貝澤太一さんを囲ん
で嬉しそうなおばあちゃんたち－－。
みんなとっても幸せでした。

忙しい農作業の合い間の貴重な一日
を私たちのためにさいてくださったみ
なさん、ほんとうにありがとうござい
ました。

貝澤さん宅でアイヌ料理を楽しんだ後

木のカムイにイチャルパする黒川セツさん　

5月17日弁天町市民学習センターで、
緑の地球ネットワーク主催、同センタ
ー協賛のもとに開催されました。50名
の参加者が東大演習林の自然と仕事を
紹介した映画を見、有澤先生のスライ
ドをまじえたお話に熱心に耳を傾けま
した。毎年、修学旅行で演習林を訪れ

ているプール学園の高校生たちや先生
がたも参加して下さいました。また、
自然保護の立場から、大阪の「槙尾川
ダムの見直しを求める連絡会」のアピ
ールも受けました。閉会後、有志で先
生を囲んでささやかな交流会を持ち、
楽しいひとときを過ごしました。

有澤浩さん講演会『『北北国国のの森森林林～～そそここにに生生ききるる生生物物たたちち』』
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森は美しく清廉で、しかも瑞々しく多
様。空気にまでも緑がぎゅっと詰まっ
ているようです。

セツさんには、木にも男と女の区別
があることや、道に迷った時にはカツ
ラやナラの木が助けてくれるといった
ことを教えていただきましたが、セツ
さんが何度となく立ち止まっては木に
イチャルパ（お祈り）をされるので、
木々がいっそう身近に感じられました。
賑やかな森がまだここにもあるのです。

山を下りる前に、セツさんに名前を
教わった木のなかから各自お気に入り
の木に名札をつけましたが、私はイナ
ウネニ（ミズキ）を選びました。その
美しい木肌をもつ木は、イナウという
重要なものをつくる木であると後で知
り、感慨深く思いました。

その夜遅くに、「30分だけ」という
つもりで、ずいぶん長い二風谷時間の
30分、貝澤耕一さんのお宅をおじゃま
しました。そこでアボリジニのレオナ
さんのお話をうかがい、加納沖さんの
トンコリ生演奏まで聴かせていただく
という幸運に恵まれたことも忘れるこ
とができません。木や水や風に宿る命
を呼びおこすようなトンコリの調べは、
心の底にゆったりと静かに、けれども
しっかりと刻みつけられています。ま
た、レオナさんの、アボリジニのオリ
ジナル・アートと商品化の間に潜む問
題の指摘には考えさせられました。

三日目の山菜採りとアイヌ料理作り
は、わくわくと楽しいものでした。と
りわけ、「エッサオーホイ」と声をか
け合いながらキビやヒエを臼でついた
ことと、ことこと煮込んで作ったラタ
シケプのシケレペの風味が印象的でし
た。貝澤美和子さんには、明るい笑顔
で何から何まで良くしていただき、初
めて訪れた地とは思えない気持ちがし
ました。

短い北海道滞在でしたが、たくさん
の方にお会いでき、見るもの聞くこと
することすべて新鮮で、密度の濃い時
間を過ごすことができました。最終日
に白老のアイヌ民族博物館で作ったあ
こがれのムックリ、あの時は音も出せ
ませんでしたが、今ではそれらしい音
が出せるようになりました。エヤイコ
プンテク（嬉しい）。

1995年12月10日から、2年計画で始
まった第2期計画も、残すところ約半
年になりました。

5月30日までで、第1期計画からの
繰越金も入れて合計3,480,886円になり
ました。寄付された方は、第1期も入
れて388人です。第1期にご協力いた
だき、第2期がまだの方は金額はわず
かでもけっこうですから、ぜひ続けて
ご協力をお願いいたします。新たに加
わる方ももちろん大歓迎です。

第2期の募金目標を達成するために

も、チコロナイの輪をますます広めて
いくためにも、多くの方々の積極的な
参加を呼びかけます。
【連絡先】
●武田繁典
〒546 大阪市東住吉区今川6­2­6
TEL./FAX. 06­704­7720
●貝澤耕一
〒055­01 北海道沙流郡平取町二風谷
31­3
TEL. 01457­2­2089FAX. 01457­2­3991
郵便振替　00900­2­52024チコロナイ
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チコロナイにさらなるご協力を！

★チコロナイ子どもキャンプ
●日時：8月5日午後3時～8日午後1時
（現地・二風谷集合、解散）

●場所：北海道沙流郡平取町二風谷
●費用：集合から解散まで全費用
（保険料、GEN ジュニア会員会費を
含む）3万円

●募集：小学5年生～中学1年生10人
★二風谷ワーキングツアー
●日時：8月18日午後3時～23日午前

12時（JR富良野駅集合、二風谷解散）
●場所：北海道沙流郡平取町二風谷、

富良野市
●募集：15人（全行程に参加できる人）
●費用：集合から解散まで 5万円
（GEN会報購読料、保険料を含む）

●有澤先生が全行程に参加して下さる
ことになりました。チコロナイの森
にも同行していただき、今後の森林
回復の作業の方向なども考えます。
☆両方とも締切りは過ぎましたが、ま
だ余裕がありますので武田繁典（下
記）までお問い合わせ下さい。

●日時：7月26日（土）14時～16時
●場所：GEN事務所
●資料代：第3期（6回）分で2,000円
●問合せ：平石清隆 TEL. 0745­23­5627
★第3期から『エクスプレス・アイヌ

語』（中川裕、中本ムツ子著白水社）
をテキストに使うことになりました。
初めての人にもわかるように一から
始めます。どうぞ。1回だけの飛び
入りも大歓迎です（400円）。

★8月は休みで9月は27日の予定です。

チコロナイ関係の現地宿泊研修会、
学習会、アイヌ語講座、講演会などの
行事予定、ミニニユース、「アイヌ語
ひとくちメモ」などを載せた｢チコロ

ナイ通信」を毎月発行しています。郵
送ご希望の方は郵送料ともで1年間分
1,200円を80円切手15枚で同封のうえ、
武田繁典までお申し込みください。

チコロナイ通信のお知らせ

チコロナイアイヌ語講座

～いやでもわかるアイヌ語～
第3期第2回

第26回
チコロナイ学習会の

ご案内
先月は「二風谷ダム裁判の判決を読

む」と題して行い、20人もの人が参加
しました。今月は前々から期待されて
いた佐藤さんの｢語り」を聞くことが
できます。ぜひどうぞ。
●日時：7月26日（土）16時～18時
●場所：GEN事務所
●内容：アイヌと日本の昔話の「語り」

と絵本の紹介
●語り：佐藤奈美子
●参加費：100円＋カンパ
●問い合わせ：武田繁典（下記）
★初めての人も、1回だけの飛び入り

も大歓迎です。どうぞ。
★8月は休み、9月は27日の予定です。
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●日時：7月21日（月）13時～17時
（開場12時30分）

●場所：文京シビックセンター4Fシ
ルバーホール（地下鉄「後楽園」駅）

●主催：生物多様性JAPAN
●申込・問合せ：生物多様性JAPAN

TEL. 03­5570­3571  FAX. 03­5570­4515
●定員：先着150名（会費無料）
●内容：気候変動が日本や周辺地域の

森林生態系に及ぼす影響を考え、未
来の植生予測をおこない、問題点を
探る。

●基調講演：森田恒幸氏（国立環境研
究所）、熊崎実氏（筑波大学）、高橋
邦秀氏（北海道大学）、上田信氏

（立教大学）
●パネルディスカッション

「温暖化と森林の未来」
コーディネーター　堂本暁子氏

ジャスコでの黄土高原写真展のお知
らせです。橋本紘二さん撮影の写真パ
ネルが展示されます。お近くの方、ぜ
ひお立ち寄りください。
●場所：姫路リバーシティーショッピ

ングセンター（姫路市飾磨区細江
520、TEL. 0792­31­2200）

●日程：7月18日～21日

ださい。
●ビデオ『森よ、よみがえれ！』
（VHS・カラー・28分）

●価格：5,000円（GEN 会員価格4,000
円・送料別途）

●環境事業団地球環境基金製作協力／
文部省選定／環境庁推薦／林野庁推
薦／中華人民共和国駐日本国大使館
推薦／大阪府教育委員会推選

●申し込み：GEN事務所まで
※発送に1週間～10日程かかる場合が

あります。ご了承ください。

写真パネル展の
お知らせ

新作ビデオ
『森よ、よみがえれ！』

完成！

気候変動と森林
生物多様性JAPAN第1回フォーラム

前作『黄土高原に緑を！』を完成し
たあとの95年、大同を災害が襲いまし
た。春の干ばつ、夏の大雨はいずれも
数十年～百年なかったと言われた規模
でした。そして、秋の早霜。

なぜ、黄土高原なのか。黄土高原の
緑化に、どんな意味があるのか。ワー
キングツアーのようすや、黄土高原に
生きる農民のインタビューをまじえた
このビデオをとおして、考えてみてく

絵はがき『黄土高原の四季』
ご利用ください

暑中見舞いの季節がやってきました。
絵はがき『黄土高原の四季』で友人に
近況を知らせ、ついでにGEN のアピ
ールも、というのはいかがでしょう。
●絵はがき『中国・黄土高原』春・夏

の2種類・1セット8枚
●撮影：橋本紘二
●価格：1セット700円（送料別・6セ

ット以上の場合＝1セット600円、20
セット以上の場合＝1セット500円）


